
（別紙３）

～ 2026/2/28

（対象者数） 3 （回答者数） 1

～ 2026/2/28

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

① 支援内容や活動の充実

こどもの発達段階や興味関心に応じた活動が行えるよう

、職員間でこどもの様子を共有しながら活動内容の工夫

や見直しを行い、より充実した支援につなげていきます

。

2

② 職員の支援力の向上

研修や日々の支援の振り返りを通して職員の知識や関わ

り方の向上を図り、こどもの状況に応じたより適切な支

援が行えるよう取り組んでいきます。

3

③ 保護者や関係機関との連携の充実

保護者との日々の情報共有を大切にするとともに、必要

に応じて関係機関との連携を図りながら、こどもの成長

を支える支援体制の充実に努めていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

① 活動内容や支援方法の工夫

こどもの発達段階や興味関心に応じた活動が行えるよう

、職員間でこどもの様子を共有しながら活動内容や関わ

り方の工夫を行い、支援内容の充実を図っていきます。

2

② 職員間での情報共有と支援の振り返り

日々の支援の振り返りや情報共有を行いながら、こども

の状況に応じた関わり方について検討し、より適切な支

援につながるよう取り組んでいきます。

3

③ 保護者や関係機関との連携の充実

保護者との情報共有を大切にするとともに、必要に応じ

て関係機関との連携を図りながら、こどもの成長を支え

る支援体制の充実に努めていきます。

○事業所名 児童発達支援　えにし

○保護者評価実施期間 2026/2/1

○保護者評価有効回答数

2026/2/1

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026/3/15

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

③ 支援内容のさらなる共有と充実

こどもの状況や支援方法について職員間での共有を引き

続き大切にしながら、より質の高い支援につながるよう

取り組んでいく必要があります。

③ 地域や関係機関との連携の機会

こどもの生活の場が家庭や保育所等にも広がっているた

め、地域や関係機関との連携の機会をさらに充実させて

いくことが課題の要因の一つと考えられます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

① 活動内容のさらなる充実

こどもの発達段階や興味関心は一人ひとり異なるため、

それぞれに合った活動内容をさらに充実させていく必要

があると考えています。

① こどもの発達状況の多様性

利用しているこどもの発達段階や特性が一人ひとり異な

るため、それぞれに応じた活動内容や関わり方の工夫が

常に求められていることが要因の一つと考えられます。

② 地域との関わりの機会

地域の中でこどもが様々な経験を積めるよう、地域との

関わりや社会経験の機会について今後さらに検討してい

く必要があります。

② 支援内容のさらなる充実の必要性

こどもの成長や興味関心に応じて活動内容や環境設定を

見直していく必要があり、よりよい支援を行うためには

継続的な工夫や検討が必要であると考えています。

① 一人ひとりに応じた丁寧な関わり

こども一人ひとりの発達状況やその日の体調・気持ちの

様子を丁寧に把握しながら支援を行っており、落ち着い

た環境の中で安心して過ごせる関わりを大切にしていま

す。また、こどもの状態に応じて活動内容や関わり方を

柔軟に調整しています。

① 個別性の高い支援

こども一人ひとりの発達状況やその日の体調・気持ちの

様子を丁寧に把握し、落ち着いて過ごせる環境づくりを

意識して支援を行っています。また、安心して活動に参

加できるよう関わり方や声かけにも配慮しています。

② 職員間での情報共有を活かした支援

日々の支援の中で気づいたこどもの様子や変化を職員間

で共有しながら、関わり方や活動内容を見直し、こども

の状況に応じた支援につなげています。こどもの小さな

成長や変化にも気づけるよう、職員間での情報共有を大

切にしています。

② 職員間の情報共有

日々の支援の中で気づいたこどもの様子や変化について

職員間で共有し、関わり方や活動内容を柔軟に見直しな

がら支援につなげています。こどもの小さな変化にも気

づけるよう情報共有を大切にしています。

③ 保護者との丁寧な連携

送迎時のやり取り等を通して保護者と日々の様子を共有

し、家庭での様子も踏まえながら支援を行っています。

保護者が安心して相談できる関係づくりを大切にしなが

ら、こどもの成長を共に支えていく支援を心がけていま

す。

③ 保護者との連携

送迎時のやり取り等を通して保護者との情報共有を大切

にし、家庭での様子も踏まえながらこどもの成長を支え

ていく支援を心がけています。保護者と共通理解を持ち

ながら支援を進められるよう努めています。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 2026/2/28

（対象者数） 19 （回答者数） 13

～ 2026/2/28

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

① 子どもの興味や状態に応じた活動内容の工夫

子ども一人ひとりの興味や得意なこと、その日の体調や

気持ちの状態に配慮しながら、活動内容や関わり方を柔

軟に調整することを心掛けています。子どもが安心して

活動に取り組める環境づくりを通して、少しずつ経験や

活動の幅が広がるよう支援の充実を図っていきます。

2

② 職員の支援力向上に向けた取組

研修や情報共有の機会を通して職員の知識や支援技術の

向上に努めていきます。日々の支援の振り返りを行いな

がら、よりよい関わり方や支援方法を学び合い、支援の

質の向上につなげていきます。

3

③ 関係機関との連携の充実

子どもが生活する環境全体を踏まえた支援が行えるよう

、学校や相談支援専門員などの関係機関と情報共有を行

いながら連携を図っています。今後も必要に応じて連携

を深め、子どもが安心して成長できる支援体制の充実に

努めていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

① 職員間の情報共有の継続

子ども一人ひとりの様子や支援の中で気づいたことにつ

いて、職員間で共有することを継続していくことが必要

であると考えています。日々の支援の中での気づきや関

わり方について伝え合いながら、よりよい支援につなげ

ていくよう努めていきます。

2

② 支援方法の工夫や見直し

子どもの特性や発達段階に応じた支援が行えるよう、活

動内容や関わり方について職員間で検討しながら工夫し

ていくことが必要であると考えています。子どもの様子

を踏まえながら、より参加しやすい活動や関わり方を検

討していきます。

3

③ 支援環境の見直しや工夫

子どもが安心して過ごしやすい環境となるよう、活動ス

ペースの使い方や過ごし方について引き続き見直しを行

っていくことが必要であると考えています。子どもの様

子を見ながら、落ち着いて過ごせる環境づくりに努めて

いきます。

○事業所名 放課後等デイサービス　えにし

○保護者評価実施期間 2026/2/1

○保護者評価有効回答数

2026/2/1

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026/3/15

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

③ 支援環境のさらなる充実

子どもが安心して過ごし、活動に取り組める環境づくりに努め

ていますが、子どもの特性や発達段階に応じて活動内容や環境

面について引き続き見直しや工夫を行っていく必要があると考

えています。今後も子どもが落ち着いて過ごせる環境や活動の

幅が広がるよう、支援環境の充実に取り組んでいきます。

③ 支援環境や活動内容の見直し

子どもが安心して過ごしやすい環境づくりに努めていますが、子どもの

特性や発達段階によって過ごしやすい環境や参加しやすい活動はそれぞ

れ異なります。そのため、子どもの様子を見ながら活動内容や環境の整

え方について見直しや工夫を続けていく必要があると考えています。今

後も子ども一人ひとりが落ち着いて過ごせるよう、支援環境の改善に取

り組んでいきたいと考えています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

① 職員体制の充実

小規模事業所であるため、職員数が限られている中で支

援を行っています。今後も職員体制の充実や支援の質の

向上を図りながら、より安定した支援が提供できるよう

努めていきます。

① 小規模事業所であることによる体制面の制約

小規模な事業所であるため、限られた職員体制の中で支

援を行っています。そのため、子ども一人ひとりに合わ

せた支援を行いながらも、活動内容や支援方法のさらな

る充実を図るためには、職員間での情報共有や支援の工

夫を継続して行っていく必要があると考えています。

② 支援内容のさらなる充実

子ども一人ひとりの特性に応じた支援を行っていますが

、活動内容や支援方法についてはさらに工夫や充実が必

要であると考えています。今後も職員間で検討を重ねな

がら、よりよい支援につなげていきます。

② 子どもの特性やニーズの多様化

利用する子どもの特性や発達段階、支援ニーズが多様で

あるため、それぞれに応じた適切な関わり方や支援方法

を検討していくことが求められています。そのため、日

々の支援の振り返りや職員間での意見交換を通して、支

援方法の充実を図っていく必要があると考えています。

① 子ども一人ひとりに寄り添った丁寧な支援

小規模な事業所の特性を活かし、子ども一人ひとりの特

性やその日の状態に合わせた支援を行っています。児童

発達支援管理責任者を中心に職員間で情報共有を行いな

がら、安心して過ごせる環境づくりに努めています。今

後も個別性を大切にした支援の充実を図っていきます。

① 一人ひとりの特性やその日の様子に合わせた支援

小規模な事業所の特性を活かし、子ども一人ひとりの発

達段階や特性、その日の体調や気持ちに配慮しながら支

援内容を調整しています。無理に活動へ参加させるので

はなく、子どものペースを大切にしながら安心して過ご

せる環境づくりを心掛けています。

② 保護者とのコミュニケーションを大切にした支援

日々の連絡や送迎時の会話などを通じて保護者との情報

共有を行い、家庭での様子も踏まえながら支援を行って

います。保護者が安心して相談できる関係づくりを大切

にし、今後も信頼関係の構築に努めていきます。

② 職員間での情報共有と支援方法の検討

日々の支援の中で気づいた子どもの様子や変化について

、職員間で共有することを意識しています。子どもが落

ち着いて過ごせた関わり方や、活動への参加がしやすか

った環境づくりなどについて職員同士で情報を伝え合い

、次の支援に活かすようにしています。

③ 子どもが安心して過ごせる居場所づくり

子どもが安心して過ごし、自分らしく活動できる環境づ

くりを大切にしています。安全面への配慮や職員間の連

携を図りながら、子どもたちが楽しく過ごせる居場所づ

くりを継続していきます。

③ 保護者とのコミュニケーションを大切にした支援

送迎時の会話や連絡帳等を通して保護者との情報共有を

行い、家庭での様子も踏まえながら支援を行っています

。保護者が安心して相談できる関係づくりを大切にし、

家庭と連携した支援を意識しています。

事業所における自己評価総括表公表


